









































































































ビオチンを棲識分子とした光親和性プローブを用い､ 210, 180 kDの受容体候補タンパク質を化学発光
により検出した｡また､本タンパク質の機構解明のための精製を目指し､ Staudinger ligationを利用した
精製法を開発した｡この過程において､ Staudinger ligationに適したアジド基周辺構造についての知見を
得､また､自ら立案した精製法スキームのモデル実験に成功した｡
更に､ MACSシステムを利用した精製法開発研究において､受容体タンパク質を蛍光色素FITCで標識
化した後､磁性体粒子による二次棟識を行い､ 180 Daの受容体タンパク質を検出した｡
以上､本論文は､生物現象の有機化学的解明を目指す生物有機化学分野におけるひとつの方向性を示す
成果であり､著者が自立した研究者として研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有しているこ
とを示している｡従って､藤井智彦提出の論文は､博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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